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(57)【要約】
【課題】美麗な外観を得られるとともに、提げ手や手芸
、装飾などの様々な用途に使用できる多様な紙紐を得る
。
【解決手段】複数本の紙テープ１２に撚りをかけて１本
の紐状にした紙芯１３と、この紙芯１３の外周に、熱で
溶融する熱溶着糸１４を介して適宜巻回された被覆糸１
５を備える。複数本の紙テープ１２を撚るので固く締ま
った紙芯１３が得られるとともに、前記紙芯１３の直上
に巻回する被覆糸１４の巻回方向を、前記紙芯１３の撚
り方向と反対にして、形態の安定化を図る。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　複数本の紙テープに撚りをかけて１本の紐状にした紙芯と、
該紙芯の外周に、熱で溶融する熱溶着糸を介して巻回された被覆糸を備えた
紙紐。
【請求項２】
　前記紙芯の直上に巻回する被覆糸の巻回方向が、前記紙芯の撚り方向と反対である
請求項１に記載の紙紐。
【請求項３】
　前記被覆糸が無撚糸、撚糸またはテープヤーンからなる非伸縮糸のうちの少なくともい
ずれか一つである
請求項１または請求項２に記載の紙紐。
【請求項４】
　前記紙芯を構成する紙テープのうちの一部の紙テープを、他の紙テープの外観と異なる
外観に設定した
請求項１から請求項３のうちのいずれか一項に記載の紙紐。
【請求項５】
　前記被覆糸が、前記紙芯を露出するように巻回された
請求項１から請求項４のうちのいずれか一項に記載の紙紐。
【請求項６】
　抗菌および／または消臭の機能を有する機能糸が添付された
請求項１から請求項５のうちのいずれか一項に記載の紙紐。
【請求項７】
　請求項１から請求項６のうちのいずれか一項に記載の紙紐が提げ手として取付けられた
手提げ袋。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この考案は、例えば紙袋の提げ手や包装のための提げ手、吊り下げのためのスラトップ
、装飾品、手芸品等に用いられるような紙紐に関する。
【背景技術】
【０００２】
　前記のような様々な用途に用いられる紐として、下記特許文献１の装飾紐を提案した。
これは、紙テープからなる芯材の表面に水引からなるカバーリング材を螺旋状に巻回して
構成されるもので、多様な外観を有する水引によって美麗な装飾紐を得られるという効果
を有する。また、水引の巻回によりできる凹凸によって、滑り止めなどの効果も得られる
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１０－１６８７０３号公報
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、幅の広い紙テープをきつく撚ることが困難であり、得られる装飾紐の性状・用
途の範囲が制約を受ける場合があった。また水引を巻回する構成であるので、装飾紐を細
く形成するのにも限度があり、縛ったりして用いるときに、不都合な場合があった。
【０００５】
　そこで、この考案は、より多様な紙紐を得られるようにすることを主な課題とする。
【課題を解決するための手段】
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【０００６】
　そのための手段は、複数本の紙テープに撚りをかけて１本の紐状にした紙芯と、該紙芯
の外周に、熱で溶融する熱溶着糸を介して巻回された被覆糸を備えた紙紐である。
【０００７】
　被覆糸は熱溶着糸による溶着で紙芯の上での巻回状態が維持され、紙芯と一体となり、
撚られた紙芯の撚られた状態を保持する。紙芯は、複数本の紙テープで構成されるので、
必要に応じて、締まって硬い紙芯を得られる。細い紙芯でも太い紙芯でも得られるうえに
、所望の硬さの紙芯にできる。また被覆糸は、それ自体水引よりは太くないので、細い紙
紐を得ることもできる。
【０００８】
　前記紙芯の直上に巻回する被覆糸の巻回方向が、前記紙芯の撚り方向と反対であると、
被覆糸を強く巻回しても、紙芯が捩れることはなく、美麗な外観が得られる。
【０００９】
　前記被覆糸には、無撚糸、撚糸またはテープヤーンからなる非伸縮糸のうちの少なくと
もいずれか一つを用いることができる。なお、非伸縮糸は、伸縮性が極めて低いものを意
味し、まったく伸縮性を有しないもののみを意味するものではない。非伸縮糸であるので
、紙芯の撚った状態の保持に資する。紙紐が水を吸収した場合でも、紙芯が水を吸収して
膨張したり解けたりすることを阻止して、美麗な外観を保つ。
【００１０】
　前記紙芯を構成する紙テープのうちの一部の紙テープを、他の紙テープの外観と異なる
外観に設定すると、例えば紅白など、紙芯の色や柄の変化による美しさを得られる。
【００１１】
　前記被覆糸が、前記紙芯を露出するように巻回すると、被覆糸の色や巻き方と、紙芯の
外観との相互作用により、所望の外観を得られる。
【００１２】
　抗菌および／または消臭の機能を有する機能糸が添付された紙紐であってもよい。この
場合には、抗菌、消臭または抗菌消臭の機能が得られ、人の手に触れる部分や衛生さを要
求される部分に用いる紙紐として好適に使用できる。
【００１３】
　別の手段は、前記紙紐が提げ手として取付けられた手提げ袋である。紙紐からなる提げ
手が手提げ袋の外観を引き立てるとともに、たとえ提げ手が濡れたとしても外観を維持で
きるうえに強度も保て、紙袋としての耐久性を発揮させる。
【考案の効果】
【００１４】
　この考案によれば、複数本の紙テープを用いた紙芯と、これに巻回されて熱溶着糸で固
定される被覆糸によって、より多様な紙紐を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】紙紐の斜視図。
【図２】紙芯の斜視図とその一部を分解した状態の斜視図。
【図３】紙紐の一部を分解した状態の斜視図と、紙芯に熱溶着糸を沿わせた状態の横断面
図。
【図４】紙紐の例を示す斜視図。
【図５】他の例に係る紙紐の構造を示す一部を分解した状態の斜視図。
【図６】紙紐を用いた手提げ袋の斜視図。
【図７】紙紐を結束紐として用いた例を示す正面図。
【考案を実施するための形態】
【００１６】
　この発明を実施するための一形態を、以下図面を用いて説明する。　
　図１は紙紐１１の斜視図であり、この図に示すように紙紐１１は、複数本の紙テープ１
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２に撚りをかけて１本の紐状にした紙芯１３と、この紙芯１３の外周に熱溶着糸１４を介
して巻回された被覆糸１５を備えた構成である。紙芯１３は断面略円形をなし、被覆糸１
５は無撚糸を複数本引き揃えた状態で螺旋状に巻回されている。図１において前記熱溶着
糸１４は破線であらわした。
【００１７】
　図２（ａ）は前記紙芯１３の斜視図、図２（ｂ）はその端部を解いた状態の斜視図であ
り、これらの図に示すように３本の紙テープ１２に撚りを掛けて構成されている。各紙テ
ープ１２の幅は、所望する紙紐１１、紙芯１３の太さによって、例えば２０ｍｍ、３０ｍ
ｍなどと適宜設定される。
【００１８】
　３本ではなく２本や４本などの紙テープ１２を用いるなど、他の本数であってもよい。
【００１９】
　図２（ｃ）のように、複数本の紙テープ１２のうちの一部の紙テープ１２ａを、他の紙
テープ１２ｂの外観と異なる外観に設定してもよい。「外観」とは外から見える状態であ
り、紙テープ１２の質や材料、色、柄の選定で、美麗な外観を得られる。なお「一部」と
は、３本の紙テープ１２のうちの１本に限定されるものではなく、３本のうちの２本であ
ってもよく、また、それら異なる２本の紙テープがそれぞれ異なる色や柄を有するもので
あってもよい。
【００２０】
　前記被覆糸１５には、無撚糸のほか、撚糸やテープヤーン（金属蒸着テープのように光
沢や色彩を有するものを含む）等を用いることができ、好ましくは非伸縮糸を用いるとよ
い。被覆糸１５が伸縮しないことによって、紙芯１３の撚った状態を良好に保持できるか
らである。
【００２１】
　前記紙芯１３に被覆糸１５を巻回するには、図３（ａ），（ｂ）に示したように、前記
熱溶着糸１４を紙芯１３に添付してから行う。
【００２２】
　熱溶着糸１４は、融点以上に加熱されると溶けて、接触している部分同士を接着するも
のである。熱溶着糸１４の添付は、紙芯１３の長手方向に沿って延びるようになされ、図
３（ｂ）に示したように、例えば紙芯１３の相反する２箇所など、複数個所に行う。
【００２３】
　被覆糸１５の選定のほか、巻回数、巻回方向、巻回密度、巻回強度、巻回層数などの巻
回態様は、所望する外観や性状が得られるように適宜行えばよいが、紙芯１３の直上に巻
回する被覆糸１５の巻回方向は、紙芯１３の撚り方向とは反対に設定する。これは、被覆
糸１５を強く巻回しても、紙芯１３が捩れたりごつごつしたりすることはなく、断面が円
形をなす美麗な外観が得られるからである。
【００２４】
　このような構成をなす紙紐１１の製造は、紙テープ１２を用いて紙芯１３を撚りあげた
のち、搬送しながらその紙芯１３に熱溶着糸１４を引き出しながら沿わせる。つづいて、
熱溶着糸１４が沿った紙芯１３の上に被覆糸１５を螺旋状に巻回する。被覆糸１５の巻回
は硬くしっかりと行い、被覆糸１５の巻回後は、周知の連続加熱乾燥炉（図示せず）に通
す。連続加熱乾燥炉では、熱溶着糸１４が溶融する所定の温度で加熱し、熱溶着糸を溶か
す。すると、被覆糸１５の紙芯１３に対する巻回状態が溶着により固定される。同時に、
溶けた熱溶着糸１４が紙芯１３の表面を部分的にコーティングして、この点からも紙芯１
３の形態が保持される。被覆糸１５の固定には熱溶着糸１４を用いているので、接着剤を
用いて被覆糸１５を固定する場合とは異なり、接着剤が徒に露出することはなく、美麗な
外観を確保でき、前記のように製造も容易である。
【００２５】
　加熱溶融されて完成した紙紐１１は、適宜長さに裁断されたり、巻き取られたりする。
【００２６】
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　図４に紙紐１１の他の若干例を示した。この図において前記熱溶着糸１４は破線であら
わしている。　
　図４（ａ）の紙紐１１は、紙芯１３の直上に巻回した被覆糸１５の上に更に同種の被覆
糸１６を、下の被覆糸１５とは逆方向の螺旋状に巻回した例である。
【００２７】
　図４（ｂ）の紙紐は、図４（ａ）の紙紐１１と同様であるが、被覆糸１５，１６の巻回
密度を高くした例である。
【００２８】
　図４（ｃ）の紙紐１１は、図４（ａ）の紙紐１１と同様であるが、被覆糸１５，１６の
下に、それらの被覆糸１５，１６とは外観を異にする光沢を有した細幅のテープヤーンか
らなる被覆糸１７を、紙芯１３の長手方向に沿わせた例である。テープヤーンからなる被
覆糸１７は、別途に接着をせずとも、被覆糸１５，１６の巻回によって紙芯に沿った状態
に保持される。
【００２９】
　図４（ｄ）の紙紐１１は、紙芯１３の直上に巻回する被覆糸１５とその上に巻回する被
覆糸１６の種類を相違させた例であり、紙芯１３の直上に巻回する被覆糸１５に、光沢を
有した細幅のテープヤーンを用いている。
【００３０】
　図４（ｅ）の紙紐１１は、紙芯１３の直上に巻回した被覆糸１５の上に対して更に被覆
糸１６を、下の被覆糸１５とは逆方向の螺旋状に巻回した例であり、紙芯１３の直上に巻
回する被覆糸１５を、その上に巻回する被覆糸１６よりも密に巻回している。この場合に
は、紙芯１３に熱溶着糸１４（第１熱溶着糸１４ａ）を沿わせてから紙芯１３の直上の被
覆糸１５を巻回したのち、さらに熱溶着糸１４（第２熱溶着糸１４ｂ）を沿わせてから表
層側の被覆糸１６を巻回する。
【００３１】
　これら図４（ａ）～（ｅ）の紙紐１１は、いずれも紙芯１３を露出させたものである。
このため、特に図２（ｃ）に示したように紙芯１３を構成する一部の紙テープ１２ａの外
観を異なるものとした場合には、被覆糸１５の外観と巻回の態様との組み合わせによって
、より美麗で、用途に相応しい外観の紙紐となる。
【００３２】
　図４（ｆ）の紙紐１１は、紙芯１３の直上に巻回する被覆糸１８を、紙芯１３を隠蔽す
るように密に巻回し、その上に、前記被覆糸１８とは別の外観の被覆糸１５，１６を粗く
巻回した例である。この場合も第１熱溶着糸１４ａと第２熱溶着糸１４ｂを用いる。この
紙紐１１は、紙芯１３の直上の被覆糸１８に撚糸を用いており、全体として紙紐１１の外
観を払拭できる。その上で、表層側の被覆糸１５，１６がアクセントをつけるので、組紐
のような外観となる。
【００３３】
　図５は他の例に係る紙紐１１の一部を分解した状態斜視図であり、機能糸１９を添付し
た紙紐１１の例である。機能糸１９には、抗菌、消臭または抗菌消臭の機能を有するもの
を使用できる。機能糸１９の添付は、熱溶着糸１４の添付と同様に紙芯１３の長手方向に
沿って行うこともできるが、図示のごとく被覆糸１５とともに、被覆糸１５と引き揃えた
状態で紙芯１３に巻回するとよい。
【００３４】
　以上のように構成された紙紐１１は、例えば図６に示した手提げ袋２１の提げ手２２や
、図７に示したような包装資材（結束紐３１）、籠などの容器の材料、手芸品、装飾品の
部品、吊り下げ用のストラップ、特に和装小物など商品タグの取付け紐などして適宜使用
される。
【００３５】
　図６の手提げ袋２１は、上端が開口した紙袋本体２３の内面に提げ手２２が逆Ｕ字状に
固定されて構成されている。提げ手２２の固定は、図示したような固定用シート２４の張
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び目を形成して抜け止めする構成であってもよい。
【００３６】
　このように構成された手提げ袋２１では、紙紐１１からなる提げ手２２が紙袋本体２３
の外観との協働で手提げ袋２１の外観を良好にする。特に、特に提げ手２２は、手提げ袋
２１を提げるときに目立つ部分であるので、他との差別化を図るという意味でも効果を発
揮する。
【００３７】
　また紙芯１３が複数本の紙テープ１２からなるため硬く撚れるうえに、外周には被覆糸
１５を巻回する構造であるので、汗や雨などでたとえ提げ手２２が濡れたとしても外観の
美麗さを維持できるうえに強度も保てる。このため、手提げ袋２１としての耐久性も得ら
れる。
【００３８】
　図７のように包装のための結束紐３１として使用する場合には、通常の紐と同じように
使用する。この場合には、合成樹脂フィルム製の紐を用いた場合と異なり、包装紙３２と
の一体性を得て、美麗な外観を得られる。また紙芯１３を紅白にして露出させた場合には
、慶祝の意味を込められるなど、使用目的に応じて適宜使い分けることができる。
【００３９】
　このように、前記のような構成によれば、紙テープ１２の幅や本数、被覆糸１５の巻回
態様等の選定によって、用途や所望の外観に応じて多様な紙紐１１を得ることができ、用
途の拡大を図れる。
【００４０】
　以上の構成はこの考案を実施するための一形態であって、この考案は、前記の構成にの
みに限定されるものではなく、その他の構成を採用することができる。
【００４１】
　例えば機能糸は、無撚糸、撚糸等、いずれの形態であってもよく、着色されたものであ
ってもよい。
【符号の説明】
【００４２】
　１１…紙紐
　１２…紙テープ
　１３…紙芯
　１４…熱溶着糸
　１５，１６，１７，１８…被覆糸
　１９…機能糸
　２１…手提げ袋
　２２…提げ手
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